
（事業報告用）

2023年度の事業報告書

NPO法人おりがみ

１　事業の成果
（１）特定非営利活動に係る事業
①ボランティア活動の啓発・普及・育成活動

1. Earth Light Projectの学術知見の整理・発表

　これまでの活動知見を学術的に整理し、2023年にアゼルバイジャンで開催された国際宇宙会
議IAC（International Astronautical Congress）において、Earth Light Projectに関する学会発
表を行った。

2. 千葉県内の環境団体ネットワーク構築事業の企画・進行

　2023年度より新規に、特定非営利活動法人環境パートナーシップちばから「若者が主役の
環境保全活動応援事業」の企画・進行管理に関する業務を受託した。

a. 企画コンペの運営協力
　20代までの若者が主体となって構成する団体・グループから、千葉県の環境課
題解決に向けた企画を募集し、企画コンテストのサポートを行った。 応募方法や
審査方法を検討し、コンテスト当日の運営、会場設営、司会、審査補助を行った。

b. 事業の周知・広報の実施
　課題の把握やコンテスト参加者の募集などにあたり、配布用チラシを作成した。
Instagram、X（旧：Twitter）のツールにより、周知・広報を行った。

c. スタディツアーの企画協力
　アイデアコンテストの応募を検討している若者に対して、地域の課題解決に取り
組む企業や団体から環境問題について体験的に学習し、アイデアコンテストの募
集を促す機会を提供した。

3. EXPO2025関東ユースパビリオンの企画・進行

2023年度も継続して、大阪・関西万博の共創パートナーとして、関東にも万博をきっかけ
としたムーブメントを起こすことに熱意のある若者を集めたコミュニティ「SUNABA」の運営
を行った。また、2025年万博当日に若者が参画するべく準備を進めた。

a. Legacy Lab
　若者に「万博への参画」を通した社会的活動に興味を深めてもらうための講演
会やワークショップを行った。

b. Legacy Forum
　今年度は実施しておらず、同目的の企画として、2年前イベントと500日前イベン
トを行った。
　

c. Legacy Commu
　EXPO2025をきっかけに関東の若者が集まり自由に話し合う緩い交流会企画。
全く異なった価値観や経験をもつ人たちと情報交換を行った。

d. EXPO2025関東ユースパビリオン　2年前イベント
　「もしも関東の若者が同じ方向性を向いて社会を変えようとした時、何がどう変
わるのか？」万博2年前を節目に、若者が思い描く未来社会を考えるイベントを
行った。
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e. ＜EXPO2025＞500日前ユースイベント&NPO法人おりがみ報告会
　大阪・関西万博まで500日前を迎える中、関東の万博ムーブメントを生み出す
きっかけとして、ユースイベントを行った。

4. 学生団体おりがみを中心とした若手ボランティア団体の支援事業

2023年度も引き続き、学生団体おりがみや全国学生ボランティアフォーラムを中心とした若手
ボランティア団体の支援を行った。

a. 学生団体おりがみの伴走支援
　ボランティアにただ参加するだけでなく、興味と意志をもって参画するボランティアを
「創るボランティア」と呼び、創るボランティアの普及・啓発を図る学生団体おりがみの伴
走を行った。学生団体おりがみの代表や役員メンバーとの定期的な会合や、NPO法人
と学生団体のコラボレーション事業などを生み出した。

b. 全国学生ボランティアフォーラムの伴走支援およびその運営団体の進行管理
　全国のボランティアに関心のある学生が一堂に会して、合宿研修プログラムを通して
ボランティアや社会課題に対する想いややりたいことなどと徹底的に向き合う全国学生
ボランティアフォーラムの伴走支援を行った。「つくるフォーラム」「参加から参画へ」など
を合言葉に、有志の学生で実行委員会をつくり、本番の半年前から月に1回程度合宿
会議を行い、全国の学生にどのようなものを届けたいかを学生自らが考えてイベントに
する。学生委員の活動の進捗管理やモチベーション管理などを行った。

②地域活性化プログラムの創出・継続

5. 上野ハレノヒ計画の企画・進行

2023年度も引き続き、上野の地域活動と、イベントへの若者参画のコーディネートを行う「上野
ハレノヒ計画」の運営を行った。地域活動では、上野中通り商店街を中心とした上野の魅力や課
題の調査・SNS発信などを行い、イベントへの若者参画のコーディネートでは、上野で行われる
様々なイベントの運営ボランティアに定期的・継続的に参加した。

a. 上野倶楽部の運営・マネジメント

　上野地域の魅力や課題に関するブログやSNS発信、上野にゆかりや愛着のある人が
交流できるコミュニティづくりを主な活動とする「上野倶楽部」の運営マネジメントを上野
中通商店街振興組合と協働で行った。

　　　　　　　　上野倶楽部で主催した主なイベントに、9月2日〜4日の藝願成就イベント
　　　　　　　（摩利支天徳大寺）及び2月11日のお茶カフェ（茶の君野園）がある。

b. イベントの主催・運営ボランティア

　ボランティアとして参画した主なイベントは以下の通りである。
i. 主催イベント

　　　　　　　 7月1日、16日　盆踊り練習会　（上野区民館、東上野区民館）
7月22日、23日　2023うえの夏まつり〜不忍夢（上野恩賜公園、弁天門前広場）
ii. 企画・参画イベント

5月20日　　登竜門　　　　　　　 　　（渋谷 SPACE ODD）
7月7日、8日　第13回鴨台盆踊り　（大正大学）
8月18日〜8月27日　ウエノデ.ビアフェスタ2023（上野恩賜公園）　
9月8日〜10日　　 TOKYO LIGHTS 2023 　　（明治神宮外苑）
9月23日　　　　　 YOU Fes　　　　　　　　（上野内8店舗）
10月21日　Peace of Light 2023　　　　（上野恩賜公園水上音楽堂）
11月10日〜12日　　TOKYO LIGHTS 2023 　　（明治神宮外苑）
11月25日　ゐの市　（上野中通り商店街）
11月26日　上野広小路ヒロバ化実験　（上野中央通り、上野恩賜公園）
3月27日　うえの桜フェスタ2024

③障がい者の雇用・交流機会活性化事業

6. パラ旅応援団の主催・運営業務

2



　2022年度千葉県から進行管理に関する業務を受託した「パラ『旅』応援事業」をもとに、2023
年度から新規に民間事業「パラ旅応援団」を主催・実施した。障害のある方と若者が「支援関
係」ではなく「仲間」として交流を深めながらパラスポーツ観戦や観光を楽しめる企画となった。

a. 2023千葉シティトライアスロン大会の観戦イベント
　稲毛海浜公園で開催された「2023千葉シティトライアスロン大会」の観戦と稲毛海浜
公園の観光を行った。医療的ケアの方や精神・知的・身体など、個性豊かな障害のある
方々30名や学生ボランティア60名など、合計150名程度の関係者で大会を応援して盛
り上げる大規模ユニバーサル観光事業となった。

7. 休日駄菓子屋の運営業務

　2023年度も引き続き、障がい者が従事する駄菓子屋を使って子どもの居場所づくりや地域活
性化イベントの企画・立案業務を行った。「駄菓子屋の休業日、土曜日も地域住民の居場所とし
て地域に開放したい」というニーズから、大学生が土曜日に駄菓子屋を運営。地域住民との対
話や子どもとの交流により、地域の居場所づくりに取り組んだ。

8. 社会参加が困難な方と大学生が、地域イベントにブース出展する事業の運営業務

　2023年度も引き続き、子どもを対象とする地域スポーツイベント等に障がい者の活躍する駄
菓子屋「出張駄菓子屋」の出展を行った。また、出張駄菓子屋に関連して、2023年度より新規
に、障がい者だけじゃない様々なハンディキャップのある方が大学生のサポートのもと地域イベ
ントを盛り上げるブースを出展するプロジェクト「福祉の祭典」企画・進行した。

a. 出張駄菓子屋の企画・進行
　子どもを対象とする地域イベントに障害のある方と出張駄菓子屋を出展した。

i. 参画イベント
9/24　第23回アミザーデサッカー大会
10/9　福祉ライブカフェ2023
12/7　マナフェス2023

b. 福祉の祭典の企画・進行
　公益財団法人公益推進協会の助成事業「浅井スクスク基金」の助成を受けて、福祉
の祭典の企画運営を行った。本企画は、障害や病気などにより社会参加がしづらい状
況にある方々と大学生が連携して、縁日等のブース出展を通して地域イベントを盛り上
げる事業。

i. 参画イベント
10/ 7　やちまた福祉フェスタ2023
10/29　ITSUMO de FESTA
11/11　福祉の祭典（単独開催）
12/ 2　マナフェス2023
12/17　チバリアフリーアートプロジェクト Vol.7
12/23　福祉の祭典（単独開催）
1/13　福祉の祭典（単独開催）

④社会貢献活動に取り組む人々のコミュニティスペース運営事業

9. 上野創発拠点の設立準備

　上野中通商店街振興組合と連携し、2024年度に運用を開始する、台東区上野の創発拠点の
設立準備に取り組んだ。

⑤その他この法人の目的を達成するために必要な事業
10. 一般社団法人日本文化教育推進機構のコンサルティング及び事務局業務

　特定非営利活動に係る事業を通して形成されたネットワークやスキルを活用し、教育プログラ
ムの学校展開やポータルサイトの開発に取り組んだ。
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11. NPO法人生きテクの事務局業務

　特定非営利活動に係る事業で培ったスキルを活用し、「東京都地域自殺対策強化補助事業」
の一環で実施した「生きテクフォーラム」の運営と、ウェブサイトのリニューアルに取り組んだ。

（２）その他の事業
　①飲食物販売事業
　　今年度は実施していない。

　②物品、権利、役務及びその他の当該消費者契約の目的となる事業
　　今年度は実施していない。

２　事業の実施に関する事項
（１）特定非営利活動に係る事業

事業名 事　業　内　容
実施
日時

実施
場所

従事者
の人数

受益対象者の範囲
及び人数

①ボランティ
ア活動の啓
発・
普及・育成活
動

1.Earth Light Project
の学術知見の整理・発表

通年 アゼルバイ
ジャン

3人 本事業にボランティ
アとして参画した若
者270名
世界中から学会に
参加した6000名

2.千葉県内の環境団体
ネットワーク構築事業の
企画・進行

通年 千葉市、南
房総市など

50人 千葉県近郊の
環境団体15団体に
属する100人

3.EXPO2025関東ユース
パビリオンの企画・進行

通年 オンライン 6人 関東近郊を中心とす
る約50人

3-a.Legacy Lab 7月27日 オンライン 4人 関東近郊を中心とす
る約30人

3-b.Legacy Forum - - - -

3-c.Legacy Commu 6月4日
10月1日
2月4日

KOMAD
EJEVAR
株式会社
ユーザベー
ス本社

5人 関東近郊を中心とす
る約100人

3-d.EXPO2025関東ユー
スパビリオン　2年前イベ
ント

4月13日 EJEVAR 4人 関東近郊を中心とす
る約15人
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3-e.＜EXPO2025＞500
日前ユースイベント
&NPO法人おりがみ報告
会

12月3日 パナソニック
センター東
京

5人 122名

4.学生団体おりがみを中
心とした若手ボランティア
団体の支援事業

随時 オンライン及
び東京・千葉
県を中心と
する首都圏

12人 学生団体おりがみ
及び全国学生ボラン
ティアフォーラムを
はじめとした
3団体延べ500人

4-a.学生団体おりがみの
伴走支援

随時 オンライン及
び東京・千葉
県を中心と
する首都圏

10人 学生団体おりがみに
所属する400人程度

4-b.全国学生ボランティア
フォーラムの伴走支援お
よびその運営団体の進行
管理

随時 全国 20人 全国学生ボランティ
アフォーラムに関係
する200人程度

②地域活性
化プログラム
の創出・継続

5.上野ハレノヒ計画の企
画・進行

通年 上野 30人 上野商店街含め全
域の約110店舗

5-a.上野倶楽部の運営・
マネジメント
（上野ハレノヒ計画）

通年 上野中通り
商店街、オン
ライン

49人 上野商店街の約110
店舗

5-b.イベントの運営ボラン
ティア
（上野ハレノヒ計画）

随時 主に、上野
恩賜公園、
水上音楽
堂、東京都
美術館

60人 イベント運営・参加
者約5万人

③障がい者
の雇用・交流
機会活性化
事業

6.パラ旅応援団の主催・
運営業務

通年 千葉市、習
志野市など

20人 千葉県在住・在学・
在勤の障害のある
人64人、学生ボラン
ティア146人、ヘル
パー30人

6-a.2022千葉シティトライ
アスロン大会の観戦イベ
ント

9月24日 稲毛海浜
公園

20人 障害のある人29人、
学生ボランティア64
人及びヘルパー16
人

7.休日駄菓子屋の運営業
務

毎月偶数
週の土曜
日

駄菓子屋
ITSUMO

30人 都賀地域周辺の
小学生及び住民延
べ300人、
千葉県近郊の
障がい者10名

8.社会参加が困難な方と
大学生が地域イベントに
ブース出展する事業の運
営業務

随時 千葉県 5人 各イベントに参加す
る子ども、障がい者
など延べ1500人
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8-a.出張駄菓子屋の企
画・進行

9月24日
10月9日
12月7日

エスタディオ
サンフット、
千葉商科大
学、京成ホテ
ルミラマーレ

10人 各イベントに参加す
る子ども、障がい者
など延べ500人

8-b.福祉の祭典の企画・
進行

随時 駄菓子屋
ITSUMO、
千葉商科大
学、イオン
モール幕張
新都心など

50人 各イベントに参加す
る子ども、障がい者
など延べ1000人

④社会貢献
活動に取り組
む人々のコ
ミュニティス
ペース運営
事業

9.台東区上野の創発拠
点の運営事業（準備）

随時 東京都台東
区

15人 上野中通商店街に
関わりのある地域の
方・学生30名

⑤その他こ
の法人の目
的を達成す
るために必
要な事業

一般社団法人日本文化
教育推進機構のコンサ
ルティング及び事務局
業務

通年 オンライン 3人 一般社団法人日本
文化教育推進機構
のコンサルティング
及び事務局業務

NPO法人生きテクの事
務局業務

通年 東京都新宿
区

2人 NPO法人生きテク
の事務局業務

（２）その他の事業（定款に「その他の事業」として定めている場合のみ）

事業名 事　業　内　容
実施
日時

実施
場所

従事者の
人数

①飲食物販売事業 今年度は実施なし ー ー ー

②物品、権利、役務及びそ
の他の当該消費者契約の
目的となる事業

今年度は実施なし ー ー ー

今年度は実施なし ー ー ー
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